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熊本県八代市 GI（地理的表示）保護制度登録産品
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・登録年月日 平成２８年２月２日

・登録番号 第８号

・名 称 くまもと県産い草
KUMAMOTO－IGUSA
KUMAMOTO－RUSH

・区 分 第13類工芸農作物類繊維用作物
（いぐさ）

・生産地 熊本県八代市、熊本県八代郡氷川町、
熊本県宇城市

・登録生産者団体 八代地域農業協同組合
熊本宇城農業協同組合

【くまもと県産い草】



熊本県八代市 GI（地理的表示）保護制度登録産品
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・登録年月日 平成２８年２月２日

・登録番号 第９号

・名 称 くまもと県産い草畳表
KUMAMOTO－IGUSA－TATAMI
－OMOTE
KUMAMOTO－RUSH－MATS

・区 分 第21類畳表類いぐさ畳表

・生産地 熊本県八代市、熊本県八代郡氷川町、
熊本県宇城市

・登録生産者団体 八代地域農業協同組合
熊本宇城農業協同組合

【くまもと県産い草畳表】



熊本県八代市 GI（地理的表示）保護制度登録産品
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・登録年月日 令和２年３月３０日

・登録番号 第９４号

・名 称 八代特産晩白柚
Yatsushiro Tokusan Banpeiyu

・区 分 第１類農産物類果実類

・生産地 熊本県八代市、熊本県八代郡氷川町

・登録生産者団体 八代GIブランド推進協議会

【八代特産晩白柚】



熊本県八代市 GI（地理的表示）保護制度登録産品

・登録年月日 令和３年１０月７日

・登録番号 第１１１号

・名 称 くまもと塩トマト
KumamotoShioTomato

・区 分 第１類農産物野菜類

・生産地 熊本県八代市、八代郡氷川町及び宇城
市の干拓地

・登録生産者団体 八代GIブランド推進協議会
不知火塩トマト出荷者協議会

【くまもと塩トマト】
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熊本県八代市 GI（地理的表示）保護制度登録産品
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・登録年月日 令和２年３月３０日

・登録番号 第９５号

・名 称 八代生姜
YatsushiroShoga
YatsushiroGinger

・区 分 第１類農産物野菜類

・生産地 熊本県八代市、八代郡氷川町、宇城市
小川町海東地区、下益城郡美里町中央
地区

・登録生産者団体 八代地域農業協同組合

【八代生姜】



八代市東陽町 熊本県内有数の生姜の産地
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交流人口の獲得 従来の観光資源で戦うと地域間競争に負けてしまう
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従来の観光スタイル

八代市の観光スタイル



八代地域農業協同組合、観光施設、飲食店、地域住民、DMOやつしろ

八代地域農
業協同組合

八代生姜の流通

役割
• 八代生姜を市内飲
食店に流通

• 飲食店と八代生姜
料理PRイベント

役割
• 八代生姜の安定供給
• 飲食店とコラボした
イベントの実施

役割
• 八代生姜を使った豚
の生姜焼きの販売

• 八代生姜を使った新
商品料理の開発

• イベント内で生姜料
理の提供

謎解きロゲイニング（イベント型）
• 市内に隠された謎を解きながら、飲食店・観光施設を回遊す
る都市型ロールプレーイングゲーム

謎解き い草のコースター お堀舟巡り 豚の生姜焼き

ロゲイニングガストロノミー（平日型）
• 市内飲食店で八代生姜を使った料理、お土産、お菓子などを取り
扱っている事業者を巡るスタンプラリーの実施

ONSENガストロノミー
• 開湯６００年のを迎えた日奈久温泉（ひなぐおんせん）の市街
地を約７ｋｍウォーキングしながら、生姜料理、特産品、地元
の料理を堪能するイベント

謎解きロゲイニング（修学旅行）
• 八代生姜のふるさと東陽町を舞台としたロゲイニングで修学旅
行を鹿児島県より誘致

神社仏閣、石匠館、物産館、石橋、石仏などを巡る体験を計画中
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ステークフォルダ



GI登録について
• GI登録されている価値が理解されていない。
• GI登録制度を知らない。

地域性について
• 八代市が田園工業地帯として発展してきた歴史から、観光客が
来るような場所ではないと思っている。

八代生姜について
• 八代生姜が熊本県の約４０％を占めていることを知らない。
• 生姜の活用方法について熟知していない。
• GI登録されている八代生姜はほぼ八代地域外で販売されている。
• 生姜の産地にも関わらず、生姜の利用価値が脇役
• 生産者の高齢化、生産者の減少
• 生産方法の難しさ
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課題



インナーブランディング
市民が八代生姜に誇りを持ち、愛着を感じられるように、八代生姜の価値を認識し、積極的に八代生
姜をPRするような取り組み。

アウターブランディング
消費者、市場を対象とした八代生姜のブランド価値を高めることで、八代生姜のブランドイメージを
形成し、認知度や、信頼性を獲得する

• GIブランドの理解の促進・周知活動
• 八代市は何もない街ではなく、「豚の生姜焼き」「ジンジャーポーク」が食べられる街
• 市民向けの生姜料理教室を開催し、生姜の消費拡大
• 八代生姜への愛着、大正時代から生産を続けてきたプライドの醸成
• 生姜を高く販売できる仕組みを構築し、農家の収益をアップすることで担い手の確保
• 八代生姜の価値の認知度のアップ
• 生産技術の向上

• 八代生姜が目指すブランドの方向性・価値を地域で共有し、対外的に発信する。
• 東陽地域の土地の歴史、伝統文化、食文化を背景としたガストロノミーツーリズムを推進し発信する。
• 八代生姜の他の産地と差別化を図るメッセージを発信する。
• 八代生姜のブランドマークの作成
• 八代生姜を食すガストロノミー体験を通じて、八代の魅力を感じてもらえる体験を創造する。
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展望



ご清聴ありがとうございました。
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